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より生産 され るため資源の枯渇の心配が少なく,
また生物によ り分解 され るため汚染源 とな らな
い」 「繊維,膜,ス ポンジ,ビ ーズなど様 々な形
態に加工できる」「化学処理することによって様々
な新 しい機能 を持った素材に変 えることができ





膚の生体親和性,止 血効果,殺 菌作用,新 生肉芽
の促進作用などにより少年は見事に回復 し,キチ
ン ・キ トサ ンの有用性が実証 されている。 しか し
ながら医薬品としての可能性は,高 分子のため水
に溶けないことがネックとなり研究が遅れていた。
最近になり,これ らを加水分解 しオ リゴ糖 とした






キ トサンオ リゴ糖の全身投与は痛みに対 して抑制












平 野 茂 博:キ チ ン ・キ トサ ン開 発技 術.シ ー エ
ム シー 出版 　 2009.
　 キチ ンはカニやエ ビな どの 甲殻 類の他,昆 虫 の
外皮,イ カや貝 な どの軟 体動物 の器官,菌 類の細
胞壁 の構成成分 と して含 まれ,生 物 体 の支持や 防
護 の役割 を担 って いる物 質で あ り,自 然 界 に広 く
存在 す る。動物 性繊維 で あるキチ ンは,地 球上 に
おいて植物性繊 維 セル ロースに次い で年 間生物生
産 量1,000億トンに達 し,セ ル ロース と同 じよ う
に生物 によ り再生産 され るので,枯 渇 す るこ とが
ない天然物質 で ある。
　 キチ ン ・キ トサ ンの発 見 は1811年に フ ラ ンス
の化 学 者 ・薬 剤 師 ア ン リ ・ブ ラ コ ノ ー(Henri
Braconnot)が,西洋 キ ノコを希 アル カ リで加熱
処 理 した後 の不 溶性物 質 を 「菌 の素」 とい う意味
の 「フ ァンジン」 と名づ けたのが始 ま りで ある。
その後,1823年にオ ーデ ィエ(Odier)が昆虫 の
外 皮の成 分 になぞ らえて,ギ リシャ語で 「封筒」
を意 味 す る 「キ チ ン(chitin)」と改 名 した。 さ
らに,1859年にル ーゲ(Rouget)はキ チ ン を濃
アル カ リ溶液 中で加熱 す る と,有 機 酸 に溶 ける こ
とを発 見 し,ホ ッペ ザ イ ラー(Hoppe-Seyler)
が これ を 「キ トサ ン(chitosan)」と命名 した。
しか しなが ら,そ の後 の150年近 くキチ ン ・キ ト
サ ンの研究 は放 置 された ままで あった。
　 日本 では,今 や高級 食材 に な りつつ あ るカニ ・
エ ビで あるが,最 近 まで殻 は産 業廃棄物 に過 ぎな
か っ た。20年ほ ど前 に,こ の産 業廃 棄 物 を何 と
か再利用 しよ うとい うことか らキ チ ン ・キ トサ ン
研究 が始 まった といえ る。
　 キチ ンはN-アセチル-D-グル コサ ミンが β一1,4
結合 で直 鎖状 に連 なった多糖 で あ り,こ れ を脱 ア
セチル 化 したものがキ トサ ンで ある。 化学構造 的
には前 述 したよ うにセル ロースに よ く似 て お り,
2位炭 素の結合す る官能基 がセル ロースで は,水
酸 基(-OH),キ チ ンで は,ア セ トア ミ ド基
(-NHCOCH3),キトサ ンで は,一 級 ア ミノ基
(-NH2)とな って い る。特 にキ トサ ンは,分 子
内に反応 性 に富 むア ミノ基 を持つ カチオ ン性天然
多糖類 で あるこ とか ら,多 種 多様 な生理作 用 を有
す るこ とが推察 され る。
　 最近の研 究 か ら,キ チ ン ・キ トサ ンは 「生物 に
